
２

１　毎年５月、栗原市栗駒の市営深山牧場の開牧に合わせ、繁殖用の雌牛
　　が集まって来る。
２　約半年間、毎日新鮮な牧草を食べながら、牧場内で過ごす雌牛たち。
　　適度な運動と新鮮な餌によって、出産に向けた体をつくる。
３　稲刈り後に集めた稲わら。柔らかい稲わらを年間通じて牛の餌にする。

　　　　　

　

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
の
扉
が
開
く

と
、
勢
い
良
く
黒
毛
の
和
牛
が
降

り
て
き
た
。

　

今
日
は
、
栗
原
市
営
牧
場
の
開

牧
日
。
市
内
の
各
地
か
ら
、
出
産

に
向
け
た
体
づ
く
り
の
た
め
、
雌

の
黒
毛
和
牛
が
次
々
に
集
ま
っ
て

来
る
。
こ
の
牧
場
、
１
２
０
ha
の

広
さ
が
あ
り
、
５
月
か
ら
11
月
上

旬
ま
で
、
和
牛
を
放
牧
し
て
育
て

て
い
る
。
残
雪
の
栗
駒
山
を
バ
ッ

ク
に
和
牛
が
新
緑
の
牧
草
を
食
べ

歩
く
様
子
は
、
ま
さ
に
牧
歌
的
。

　

こ
の
よ
う
な
大
自
然
に
育
ま
れ

た
雌
牛
た
ち
か
ら
、
近
年
、
次
々

に
宮
城
県
の「
基
幹
種
雄
牛
」が
生

ま
れ
て
い
る
。基
幹
種
雄
牛
と
は
、

人
工
授
精
用
の
精
液
を
採
取
す
る

た
め
に
飼
育
さ
れ
る
県
の
代
表
的

な
雄
牛
を
い
う
。
特
に
肉
質
や
肉

量
、
成
長
の
早
さ
、
霜
降
り
具
合

な
ど
の
遺
伝
的
能
力
か
ら
選
ば
れ
、

そ
の
１
頭
が
選
ば
れ
る
に
は
、
約

７
年
の
歳
月
が
か
か
る
。し
か
も
、

年
に
１
頭
選
ば
れ
る
か
否
か
の
狭

き
門
。
つ
ま
り
、
雄
牛
の
中
で
も

エ
リ
ー
ト
中
の
エ
リ
ー
ト
に
な
る
。

こ
の
基
幹
種
雄
牛
は
、
現
在
、
県

内
に
12
頭
い
る
が
、
約
４
割
に
当

た
る
５
頭
が
栗
原
市
で
誕
生
し
、

そ
の
割
合
は
、
県
内
ト
ッ
プ
を
占

め
て
い
る
。

　

栗
原
市
内
か
ら
、
年
間
約
千
頭

の
肉
用
牛
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
６
割
が
仙
台
牛
と
し

て
流
通
す
る
。
こ
の
仙
台
牛
、
霜

降
り
度
合
い
や
、
色
つ
や
、
き
め

の
細
か
さ
な
ど
、
日
本
で
最
も
厳

し
い
肉
質
の
格
付
け
基
準
を
課
し

た
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
で
あ
る
。ま
た
、

栗
原
市
内
で
生
産
さ
れ
る
肉
用
牛

は
、
仙
台
牛
を
含
め
、
肉
質
が
特

に
高
品
質
な「
上
物
」に
な
る
割
合

が
９
割
を
超
え
る
。

　

な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
高
い
割
合
に

な
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
い
く

つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
理
想
と
い
わ

れ
る
肉
質
を
作
る
に
は
、
柔
ら
か

く
、
良
質
な
稲
わ
ら
が
欠
か
せ
な

い
。
栗
原
市
は
国
内
で
も
屈
指
の

米
の
生
産
量
を
誇
る
米
ど
こ
ろ
。

そ
の
稲
わ
ら
が
豊
富
に
あ
り
、
牛

の
餌
と
し
て
十
分
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
米
ど
こ
ろ
ら

し
く
、
お
米
も
餌
と
し
て
食
べ
さ

せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
脂
の

質
が
良
く
な
る
と
い
わ
れ
、
脂
の

質
に
も
こ
だ
わ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
高
品
質
な
和
牛
肉
が
生
産
さ

れ
る
。

　

肉
用
牛
の
生
産
額
を
見
る
と
、

岩
手
県
が
全
国
５
位
、
宮
城
県
が

６
位
と
そ
れ
に
続
く
。
そ
の
各
県

の
和
牛
生
産
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

の
が
、
栗
原
市
と
そ
の
隣
接
の
登

米
市
、
大
崎
市
、
岩
手
県
一
関
市

に
な
る
。
市
町
村
別
に
見
る
と
、

全
国
に
約
１
７
０
０
あ
る
市
町
村

の
う
ち
、
肉
用
牛
の
生
産
額
で
登

米
市
は
７
位
、
一
関
市
は
17
位
、

栗
原
市
は
30
位
、
大
崎
市
は
35
位

と
全
国
的
に
見
て
も
上
位
に
あ
る
。

こ
の
４
市
合
計
で
見
る
と
肉
用
牛

の
年
間
生
産
額
は
、
約
２
１
８
億

円
に
の
ぼ
り
、
国
内
屈
指
の
規
模

に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
栗
原
市
と
そ
の
周
辺

は
、
と
て
も
肉
用
牛
の
生
産
が
盛

ん
な
地
域
と
い
え
る
。

２

　口に入れた瞬間、さっと溶けてなくなる和牛肉。それは、まる
で泡雪のよう。
　最高級牛肉として、全国的に知名度が高まる仙台牛。その代表
的産地の一つである栗原市。そこには、コロナ禍でも、ひたむき
に技術を磨き、和牛と向き合う生産者がいる。栗原市の和牛生産
の様子を紹介する。

和牛と共に前へ
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●栗原産仙台牛
　和牛は、日本在来の牛をベー
スに国外の品種をかけあわせ作
られた牛。黒毛和種、褐毛和種、
無角和種、日本短角種を総称し
て和牛という。
　栗原産仙台牛に位置付けられ
るのは、黒毛和種の牛で、抗菌
性添加物を使用せず、栗原市内
で育てられた肉牛のうち、枝肉
の格付けがA5またはB5に評
価されたものをいう。
　格付けをA５、B５だけに限
定したブランド和牛は、国内で
仙台牛が唯一。

良 肉質等級 

（霜降り度合い、肉や脂肪の色つや、きめや締まりなどを総合評価）
5 4 3 2 1

脂肪交雑 

（霜降り度合い）
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

歩留等級 

(食肉になる 

  割合の多さ)

A

A５ 
栗原産
仙台牛 
（上物）

A４ 
栗原産
仙台黒毛和牛
（上物）

A３ 
栗原産
仙台黒毛和牛

A2 A1

B

B５ 
栗原産
仙台牛 
（上物）

B４ 
栗原産
仙台黒毛和牛 
（上物）

B３ 
栗原産
仙台黒毛和牛

B2 B1

C
C５ 

栗原産
仙台黒毛和牛

C4 C3 C2 C1

和牛と共に前へ その歩みは、止まらない特集


